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精密部品の一貫生産及び

　各種専用機の製造販売メーカー
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コマツ　コミュニケーション　レポート

KOMATSU COMMUNICATION REPORT

進化はここから生まれる。

本　社　〒963-8306　福島県石川郡古殿町田口字寺前130-1　TEL.0247-53-2517（代）
工　場　本社工場(石川郡),  須賀川工場(須賀川市),  浅川工場(石川郡),  秋田工場(秋田県平鹿郡),  会津工場(耶麻郡),  石川工場(石川郡)
創　業　1972(昭和47)年 4月　  代表取締役　藤原 玄六　　　 資本金　1,000万円　　  社員総数　269名

激動する時代、メーカーはどのようにこの変化に挑み、取り組んでいるのか。

コマツの製品をお使いのユーザーの方々をレポートしてご紹介いたします。

今回は、独創的な各種専用機を開発し、高い生産性と信頼される製品作りで、

日本を代表するメーカー各社より高い評価を得ている、福島県石川郡の

アスター工業株式会社様にお話しをお伺いしました。

『 努 力 な く し て 伸 展 な し

　 信 用 な く し て 顧 客 な し

　 営 業 な く し て 企 業 な し

　 追 求 な く し て 前 進 な し

　 労 働 な く し て 賃 金 な し 』

　現在、日本を代表するメーカー各社より高い評価を得ていると

　お聞きしますが、創業から今日に至るまでの経緯についてお聞

　かせ下さい。

代表取締役社長 藤原 玄六 氏　昭和47年に設立。当時のヒット商品であったカセットデッキの
メカパーツを専門としたプレス板金加工から始まりました。

　世の中の製品需要が、カセットデッキからVTRそしてディスク
へと移り変わっていくなかで、弊社も、テープを駆動させながら

記録するというメカに対して熟視している技術で、継続してシリ

ーズ化しておこなってきました。そのような中で大きく成長した

きっかけは、VTRのサブユニットを手掛けて一気にボリュームが
増えたことですね。現在はプリンター、カーオーディオが主流です。

　「品質が営業である」と常に品質を第一に考え、自社製の測定

機等各種専用機を開発し、製品の機能評価を行い、高い生産性と

信頼される製品作りに努めてきました。

アスター工業株式会社

　品質の良さを物語る、数々の表彰

　機能評価ができる程、製品に対して相当熟視

　されているようですが。

　メーカー様からは、部品一点一点ではなく製品

一括でのオーダーを頂けます。

　それには、部品加工のノウハウから組立のノウ

ハウ、評価のノウハウが必要になるのです。

　弊社ではその分野ごとに、その道一筋でやって

きたレベルの高い人材がいますので、品質の高い

モノ作りはもちろん、こちらからメーカーに対し

て提案が出来るのです。

　ISO9002



K
O
M
A
T
S
U
 
C
O
M
M
U
N
I
C
A
T
I
O
N
 
R
E
P
O
R
T

KT-Net

現場を捉える。

進化はここから生まれる。

　開発技術に関して御社には、3つの核が
　あるそうですが。

　プレス加工のオーソリティー、合理化の

オーソリティー、そして機能評価のオーソ

リティーの３つです。

　具体的には、技術部が顧客といっしょに

加工・精度・素材・測定の面を考慮しなが

ら設計のデザインレビューに加わり、それ

をもとに金型事業部が工法に工夫を盛り込

んだ金型設計を行い、FATM（ファクトリー

オートメーション）事業部が生産の合理化を図

り、さらに自動測定機あるいは専用機開発

を行っています。

　加工成形品

最良の品質を追求したモノづくり。

工場では徹底した品質管理と原価低減意識を持ち、社員全員が

一丸となって仕事に取り組んでいる。

さらにメーカーの信頼に応えるための積極的な技術革新も推進

している。

　自社製カシメ機による加工ライン

　プレス加工は、やはりパーツではなく、

　ユニットで受注されているのですか。

　抵抗値測定/印画検査機 　組立加工

　ユニット生産となると、お客様としては

非常に都合が良くなるのです。

　ユニットとして必要な機能、品質が保証

されれば、部品ひとつひとつの管理は不要

になり、手間が省けると共に、保証された

ユニットが入手できるという訳です。

　また会社営業部門と開発部門だけで生産

技術までタッチできない企業の設計者にと

って、部品加工からAss'yそして評価まで
出来る会社というのは非常に魅力があり、

信頼して頂けるのです。
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アスター工業株式会社

　FATM事業部の具体的な内容をお聞かせ
　下さい。

　各メーカーから受注した部品及びメカニ

ズム等の生産に必要な加工機・測定機の開

発製造を業務としています。

　測定機は、メーカーに納品する自社製品

の品質の保証をするために自主的に製造し、

受注品とともにメーカーに納めるものです。

　この技術力が各メーカーから大変好評で

すが、さらにその技術力を活かし、あらゆ

るジャンルの開発製造を手掛けております。

　高性能リベッティングマシン（自社製）

精密部品の一貫生産及び

　各種専用機の製造販売メーカー

　金型事業部では、今後の展開をどのよ
　うにお考えですか。

　平面度測定機（自社製）

　金型設計

　金型加工機

　高度な品質を生み出す金型加工は、蓄

積されたデータと、各スタッフによる討

議により設計され、高い加工技術で完成

させています。

　これまでは、平面度を出すために、金

型設計に様々な技術や工夫を費やしてき

ましたが、今後さらに、平面度の要求レ

ベルが高くなっていくでしょうし、今後

は設備機械から考えなければならないと

いうことで、このような面からもコマツ

のサーボプレスHCP3000を大いに活用し
ていきたいと思っています。

　さらに、新素材加工も含めて、単純な

抜き・曲げではなく、鍛造の要素を含め

た複合加工をサーボプレスHCP3000の特
徴を活かして、進めていきたいと考えて

います。まさに究極のプレス機ですね。
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進化はここから生まれる。

　貴社の今後の展開としてどのような点に

　力を入れていかれるのか、お聞かせくだ

　さい。

　弊社ではカーオーディオ関連が35%の
ウエイトを占めていますので、音の世界に

とって、カードチップの発展がどのように

社会に普及して行くのかを追及しながら、

業種の選択を捉えて行かなければならない

と思います。

　そのような中で、メカは平面度や素材な

どが非常に重要になっていきます。今回導

入した、コマツのサーボプレスHCP3000は
平面度出しや複合加工などに、その性能を

発揮させて行ければと思っております。

　そして、常に危機意識を持ち続けること

により発生する様々なニーズを満足させる

ためにはこれまで以上に、創造的部門であ

る技術関連３各部と量産部門である生産部

が相互連携を強めていくことが必要である

と考えています。

　これらを、着実に実践していくことで、

海外への生産シフトが盛んに行われている

今、日本の中で生き残れる技術力を備えた

企業に成長して行きたいと思います。

製品紹介

お問い合わせは

インターネットアドレス　http://www.komatsusank.co.jp/kts/

コマツ産機株式会社　鍛圧KBU　企画グループ

〒 140-0013 東京都品川区南大井 6-3-7 アーバンネット南大井ビル

TEL. 03-5561-2692  FAX.03-5561-2877

KT-Netとは、サーボプレスを活用して

革新的なプレス加工を追求されている

ユーザーの方々の集まりです。皆様の

情報受発信の場として、是非ご利用く

ださい。また今後もこの誌面でKT-Net

のお客様をご紹介させて頂きます。

ご入会をご希望の方は、下記のお問い

合わせ先までご連絡ください。
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　今後の活躍が期待されるコマツサーボプレスHCP3000

アスター工業株式会社
精密部品の一貫生産及び

　各種専用機の製造販売メーカー


